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研究成果の概要（和文）：本学は，医学教育共同利用拠点「医学教育開発研究センター（MEDC）」

を有する大学として，医学教育の改善を目指し，ＩＣＴを活用した e-Learning システムの構

築を推進している。本申請は学生の自己評価と省察さらには自身の足跡作りを基本とした電子

ポートフォリオの導入・改善・発展により、より完成度の高い６年一貫プロフェショナリズム

教育を行うことを目的とする。申請により①教員によるフィードバック機能を備えたGifu PBL 

Tutorial System 評価システム開発・実践、②地域体験実習 e-ポートフォリオの開発・実践、

③インターネットテュトーリアル／楽位置楽The Tutorialへのe-ポートフォリオ型レポート提

出機能の追加、④MEDC主催医学教育セミナーとワークショップ（S&W)の受講者管理システ

ムの開発・実践、⑤医療面接実習用 e-ポートフォリオの開発・実践を行った。今後はこれまで

の実績を踏まえ、基礎医学、臨床前教育、臨床実習、卒後臨床研修などあらゆるレポート提出・

省察・評価に対応可能な汎用型電子ポートフォリオ評価システムを構築し、６年一貫プロフェ

ショナリズム教育における e-ポートフォリオの開発と実践を完結する。 

 
研究成果の概要（英文）： We are developing an e-Learning systems, utilizing ICT. We 

developed and practiced several e-portfolio systems as follows; i) addition of interactive 

feedback function to the Gifu PBL Tutorial System, ii) e-portfolio as a evaluation method of 

community based education, iii) addition of reports submission system in Internet Tutorial 

system, iv) development and practice of managerial system for participants of MEDC 

sponsored medical education seminars and workshop held by MEDC, and e-portfolio as a 

evaluation method of medical interview training.  
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１． 研究開始当初の背景 

 岐阜大学医学部は，全国共同利用施設（現
医学教育共同利用拠点）「医学教育開発研究
センター（MEDC）」を有し，医学教育の改
善を目指している。その一貫としてＩＣＴを
活用した e-Learning システムの構築を推進
している。医学知識，コミュニケーション，
医療技術，基本的態度の教育は従来
face-to-face により行われてきたが，本学で
は以下に示すＩＣＴを活用した e-Learning

とシミュレーション教育により，安心・安全
な学習環境下で，学生が失敗を恐れず繰り返
し自己学習し，知識のみならず，医の心と技
をより一層獲得できる教育体制の構築をめ
ざしてきた。すなわち i)インターネットテュ
トーリアル／楽位置楽 The Tutorial：主に１
年生共通教育科目として実施。コンピュータ
ーリテラシーを学び、問題解決型学習である
ＰＢＬをネット上で双方向性に実施する。
ii)Gifu PBL Tutorial System：２年～４年生
に全面的に実施している対面型ＰＢＬテュ
トーリアル教育での画像・動画を含むシナリ
オ配信やレポート提出を web で行うシステ
ム。iii)シミュレーション教育用動画配信シス
テム：全学年、特に４～６年生を対象とし、
コミュニケーション能力、診察、医療手技な
どの臨床スキル学習用の動画教材を配信し、
自己学習やスキルスラボの活用に役立てる。
iv)症例データベースシステム：５，６年生を
対象とした症例データーベースに基づく自
己学習システム などである。これらは
『 Gifu Medical Education: e-learning 

system』として管理されている。 

 このように６年一貫教育に ICT を活用し
てきているが、その評価に関した統一的なシ
ステムは未だ導入されていない。岐阜大学は
統合学生教育支援ソフトの AIMS-Gifu を導
入し、履修科目の閲覧、授業教材・資料の配
布等を実施しているが、医学部医学科の授業
がＰＢＬテュトーリアルシステムを全面導
入しているなど必ずしもこれにマッチして
おらず、上述のような独自の教育支援システ
ムを構築しており、評価に関しても独自のシ
ステムの構築が必要となる。 

 一方、地域医療の崩壊にともなう地域枠等、
医学部定員の増加、教職員定員の削減、教育
内容の多様化などにより、教員一人あたりの
学生教育への負担は飛躍的に増加し、学生教
育評価へのＩＣＴの導入は効率の面からも
必要かくべからざるものとなってきている。 
 さらには、従来の学生評価は教員が学生に
対し、一方的な評価を下すスタイルのものが
ほとんどであり、学生の自己評価や省察によ
る学生の内的側面からの向上などに踏み込
んだ評価はほとんど取り入れられてはいな
い。さらに６年間にわたる一貫した学生評価

はなされておらず、また学生が教育のみなら
ず、学生生活全般にわたり自分自身を振り返
るための、６年間の足跡作りに踏み込んだ取
り組みは全くなされてきていない。 

このような状況下、岐阜大学医学部では５
年生の医療面接実習や１年生の地域体験実
習などの評価に早い時期からポートフォリ
オを導入し、学生の自己評価や省察の技術や
能力の成長を支援し、モニターするなど総合
的に評価してきた。 

 

２． 研究の目的 

そこで本研究では、（１）今まで構築して
きたＩＣＴを主体とした学生教育に学生評
価システム機能を持たせ、より高度な教育・
評価一貫システムを構築する。（２）評価は
自己評価と省察を基本とした e-ポートフォ
リオとし、より完成度の高い全人教育を行う。
現在実施している１年生の地域体験実習、医
療面接実習に e-ポートフォリオを導入し、電
子評価システム作りの足がかりとする。ＰＢ
Ｌテュトーリアル各コースや臨床実習等に
おける各種評価と e-ポートフォリオとのリ
ンクを構築する。 

本取り組みを通して，つねに自己評価と省
察ができる学生を育み、学生の医学的な基礎
力上昇、診療参加型臨床実習に臨む医学生の
臨床能力の向上，ひいては全人医療を実践で
きる医師の養成を目指すものである。 

 

３．研究の方法 

 「研究成果」の項目に記す岐阜大学医学部
が今まで構築してきたＩＣＴを主体とした
学生教育に、自己評価と省察機能を有す、学
生評価システム、e-ポートフォリオシステム
を開発・実践する。 

 
４．研究成果 
 (1) すでに運用中の Gifu PBL Tutorial 
System に備わっている一方向型レポート提
出機能を刷新し、教員によるフィードバック
機能を備えた評価システムとした。教員は提
出レポートにオンラインで学生に対するコ
メントを記入すると同時にレポートを採
点・評価することができる。 
 
(2) (1)を元に、基礎医学、臨床前教育、

クリニカルクラークシップなどあらゆるレ
ポート提出に対応可能な汎用型 e-ポートフ
ォリオ評価システムを構築した。教員はレポ
ート提出を学生に課す際には、本システムに
オンラインでアクセスし、レポート課題、提
出期限などを自ら設定する。提出レポートに
オンラインで学生に対するコメントを記入
すると同時にレポートを採点・評価する。 
 



(3) (2)をベースに今まで実施してきた
地域体験実習に特化した e-ポートフォリオ
を構築した。このため従来から用いてきた紙
ベースのポートフォリオを土台に、e-ポート
フォリオ用フォーマットをデザインし、地域
体験実習用 e-ポートフォリオシステムを構
築した。 

 

図１ MEDC ホームページ 

 

図２ e-ポートフォリオアクセス画面

地域体験実習の目的

学生ＩＤ、氏名 今日の目標（学生個人、グループ）

今日学んだこと

今日うまくいかなかったこと

省察・今後の計画

教員からのフィードバック

 

図３ 地域体験実習 e-ポートフォリオ 
学生入力画面 

 
(4) 従来 Gifu PBL Tutorial System はセ

キュリティーの問題から学内からのみアク

セス可能としていたが、ログイン機能を充実
させることにより、学外からのアクセスを可
能とした。これにより、学生・教員ともに時
間場所にとらわれることなくアクセス可能
となり、時間の有効利用が計れた。 
 
(5) MEDC では設立当初から、e-learning

型 IPE学習支援ツールとしてインターネット
テュトーリアル／楽位置楽 The Tutorial を
開発・実践してきた。このシステムに e-ポー
トフォリオ機能を追加した。すなわち、従来
行ってきたコース終了時のレポート提出を、
学生の自己評価・省察を伴った e-ポートフォ
リオ型とし、教員はこれに対しフィードバッ
ク、評価を行うシステムを構築した。 
 
(6) 全国の医療系 e-learning 研究者・実

践者の情報交換、共同研究推進の場として
「第６回医療系 e-learning 全国交流会」を
第４３回医学教育セミナーとワークショッ
プ（Ｓ＆Ｗ）と共同開催した。あわせて本交
流会の全国組織化を図り、「医療系 e ラーニ
ング全国交流会」を立ち上げた。 
 
(7) MEDC が年４回、全国の学生、医療系

教員、医療従事者等を対象にし実施している、
医学教育セミナーとワークショップ（S&W)で
使用しているオンライン受付サイトを更に
発展させ、受講者のアカウント作成に基づく
受講者管理システムを新たに開発し、2012 年
夏開催の第４５回医学教育S&Wから本格運用
を開発した。 
 

 
図４ 医療面接実習 e-ポートフォリオ 

管理画面 
 
(8) 本学臨床実習の改革に伴い、医療面

接実習が大幅に改正され、これを機に従来実
施してきた紙媒体での医療面接実習ポート
フォリオを新カリキュラムに沿った新たな
医療面接実習用 e-ポートフォリオシステム
に刷新すべく、新たなカリキュラム用のポー
トフォリオをデザインし、その e-ポートフォ
リオを構築・実践した。 
 



 

図５ 医療面接実習 e-ポートフォリオ 
学生入力画面 
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